
2131学びが人を育てるまち_H27施策評価シート（修正済み）

＜1.施策の概要＞

＜2.施策を構成する事務事業の概要＞

子育て支援課

市内公民館利用者
（団体）

地域住民の社会教育，学術及び文化に関
する各種の事業を行い，市民の教養の向
上・健康の増進を図り，生活文化の振興・社
会福祉の増進を図ります。

中央公民館並びに20地区公民館において，貸館事業のほか，主催講座，
自主講座，その他文化祭や体育祭等，地域住民のコミュニケーションの増
進につながる事業を行っています。

図書館利用者（市民
及び市内在学・在勤
者並びに福山市民）

ゆとりの持てる快適な読書環境の確保と，
利用者ニーズに対応した資料や情報の収
集・提供等を行い，図書館サービスの充実
を図ることで，市民の心豊かな生涯学習の
向上を図ります。

図書館資料の収集，貸出，レファレンスを行います。
図書館施設の整備を図ります。
ブックスタート事業など，子ども読書活動を推進します。
移動図書館車の運行を行います。
森田思軒顕彰講演会を開催します。
機材等の貸出，映画会の開催するなど視聴覚ライブラリーの運営を行いま
す。

1 公民館管理運営事業

事務事業の内容

91,308 千円

うち

一般財源 24,013 千円

取
組
内
容

取
組
内
容

67,725

うち

一般財源

平成２６年度

●公民館講座
●公民館活動助成事業
○旧高島小学校解体撤去工事

直接

事業費

2 図書館事業

事務事業の目的

対象（誰を）

81,379 千円

意図（どのようにしたいのか）

うち

一般財源 83,898 千円
うち

一般財源

●図書館管理運営事業
・ブックスタート事業
・図書館改修工事
・本大好き！島っ子わくわく事業

直接

事業費

決算額 決算額 決算額

うち

一般財源

千円決算額

千円

29,578

千円

平成２４年度

千円 決算額決算額 37,227 千円 決算額 28,700 千円 決算額

90,079

平成27年度施策評価シート

施策
No.

2131 施策名 学びが人を育てるまち
主
担
当
課

平成２３年度

83,898

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度
●公民館講座
・中央公民館　主催講座　5
自主講座　47
・地区公民館　20館　348講座
●公民館活動助成事業　100事
業

事務事業の目的
事務事業の内容

対象（誰を） 意図（どのようにしたいのか）

うち

一般財源

生涯学習課

●公民館講座
・中央公民館　主催講座　6
自主講座　41
・地区公民館　20館　358講座
●公民館活動助成事業　101事
業

平成２３年度

大項目 心豊かな人づくり

平成２５年度

基本
方針

　市民一人一人がいつでも，どこでも，自由に学ぶことができ，その成果を地域の中でいかすことので
きる生涯学習社会を築いていくため，笠岡市の生涯学習振興の基本方針を「学びが人を育てるまち」
とします。この生涯学習の基本方針のもとで，市民一人一人が，学びを通して自らの成長と自己実現
を図るとともに，よりよい社会の創造を目指します。

関
係
課

うち

一般財源

87,358

⇒
⇒
⇒
⇒
⇒
⇒
⇒
⇒
⇒
高梁川流域連盟での相互利用

協働のまちづくり課

⇒
⇒
⇒
⇒
・図書館改修工事
・視覚障がい者サービス事業
・文学資料管理事業
●視聴覚ライブラリーの運営
・幼稚園配本事業

●公民館講座
・中央公民館　主催講座　7
自主講座　49
・地区公民館　20館　348講座
●公民館活動助成事業　109事
業

千円

千円

29,563

千円

千円

⇒
⇒
●子ども読書活動推進事業
・子ども司書養成講座
・自主事業

90,071 千円

28,700

87,048

千円
うち

一般財源 66,225
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決算額 684 千円 決算額 603 千円

うち

一般財源 1,799 千円 603 千円

就学前幼児～20歳の
青少年

青少年が自律性を発揮し，自己選択，自己
責任，相互支援を担いながら，自己実現を
図り，社会的に自立した個人として成長する
よう支援します。

各種事業を通して，知識・技能を学ぶとともに，相互の親睦を深め，ボラン
ティア精神の醸成を行います。

5 青少年育成センター運営業務

直接

事業費

決算額

うち

一般財源 963 千円

事務事業の目的
事務事業の内容

取
組
内
容

●育成センター事業
・補導活動
・相談活動
・環境浄化活動
・啓発活動
・関係機関団体との連携

⇒ ⇒ ⇒

直接

事業費

決算額 1,799 千円 決算額 963 千円

市民
生涯のいつでも自由に学習機会を選択して
学ぶことができ，その成果が適切に評価さ
れ，生かされる生涯学習社会の実現を図り
ます。

事業を通じて知識・技能を習得し，生涯学習活動を推進します。
習得した知識・技能を活かし，活力あるまちづくりを実践します。

うち

一般財源 4,045 千円
うち

一般財源 4,697

対象（誰を） 意図（どのようにしたいのか）

笠岡市，里庄町の児
童・生徒及び20歳未
満の有職・無職の少
年

青少年の非行や問題行動の未然防止と健
全な育成を図ります。

補導活動，相談活動，環境浄化活動及び啓発活動を行うとともに，関係機
関・団体と連携し，連絡会議，情報交換会，研修会等を実施します。

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

うち

一般財源 684 千円
うち

一般財源

⇒

●土曜日教育支援事業

千円
うち

一般財源 5,430 千円

千円 決算額5,902 千円 決算額 7,049 千円 決算額 8,061

意図（どのようにしたいのか）

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度
●市民大学教養講座
●市町村広域連携講座「県西部
の文化」
●生涯学習諸学級
●若いいちょうの木の集い
・各種社会教育団体の育成
●笠岡市生涯学習フェスティバ
ル
●まちづくり出前講座

⇒ ⇒ ⇒

決算額 2,500 千円 決算額 2,462 千円 決算額 2,440

うち

一般財源

千円
うち

一般財源 5,265

平成２３年度 平成２４年度

取
組
内
容

直接

事業費

2,500 千円
うち

一般財源 2,462 千円
うち

一般財源 2,440

4 青少年健全育成事業

事務事業の目的
事務事業の内容

対象（誰を） 意図（どのようにしたいのか）

平成２５年度 平成２６年度

取
組
内
容

●たくましい笠岡っ子
●スピーチコンテスト
●高校ＶＹＳ事業
●明るい家庭づくり作文
●放課後子ども教室
●学校支援地域本部

⇒ ⇒

千円 決算額 2,427 千円

3

千円
うち

一般財源 2,427 千円

事務事業の内容

生涯学習推進事業

事務事業の目的

対象（誰を）

9,128 千円
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＜3.施策の直接事業費（2の合計）＞

＜4.指標＞

＜5.前年度の委員コメントに対する対応・回答＞

103.1%

うち

一般財源 380 千円
うち

一般財源 382 千円

2 公民館で行う講座数
単位 目標 390 392 397

講座
実績 391 401 399 406

6 生涯学習等管理業務

404

取
組
内
容

・社会教育委員会事務
・生涯学習推進本部事務
・青少年問題協議会に関する事
務
・青少年健全育成連絡協議会に
関する事務

⇒ ⇒ ⇒

直接

事業費

決算額 330 千円 決算額 303 千円 決算額 380 千円 決算額 382 千円

うち

一般財源 330 303 千円

事務事業の目的
事務事業の内容

対象（誰を） 意図（どのようにしたいのか）

生涯学習本部会委
員，企画委員，懇話
会委員，青少年問題
協議会委員，青少年
健全育成連絡協議会
委員

生涯学習並びに青少年の健全育成を推進
するための体制づくりと環境づくりを行いま
す。

生涯学習の推進方法及び青少年の健全育成に関する基本的な方針や計
画を決定し，関係機関と総合調整を行います。

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

千円
うち

一般財源

1

人

単位

74.5% 110.0%

―

単位

人
実績 1,100

目標

単位

―

3.8 3.8

95.0% 92.7%

3.7 3.9
達成率

5 子どもフェスティバル参加者数
目標単位

人
4,000 3,500

達成率 90.0%

600 600

千円

目標・実績の推移

660

達成率

市民1人当たりの図書貸出冊数

目標 4.0 4.1 4.5

実績 3.7

4,000

→

1,784 893 1,363 447

委員コメント

・街づくり等身近なテーマを掲げ、積極的に住民がディスカッション
するような場づくりを行うことにより、住民が自主的に学ぶことにな
ると考えられます。

対応・回答

市民の自主的な生涯学習活動を支援するため，まちづくり出前講座等
で，市職員やボランティアが地域や職場に出向いており，様々な学習
機会に活用されていることから，一層の身近な講座を設定し，講座に
おいてもディスカッションを伴うような講座とするよう工夫していきます。

104.1%

達成率

千円

600

実績

子どもたちの動向に合わせた育成活動を実施するため，専任指導員
の勤務を弾力的に運用して，定例補導の時間帯を１時間遅くしたり，土
曜日や夜間の補導を設定したりして，積極的な声かけ活動を実施して
いきます。

生涯学習フェスティバル参加者数

目標

・街頭補導活動中声かけ件数が減っているのは良い傾向と思われ
るが，補導活動時間外では青少年のたむろが見られる。活動の工
夫に努められたい。

→

6 街頭補導活動中の声かけ件数
目標

1,500 1,500 1,500

3

4,000 4,000

実績

87.5%

平成２４年度

1,200 1,200 3,000
達成率 80.0% 200.0%

1,200

37.2 37.4

3,500 3,600 3,500

実績 34.5

平成２５年度 平成２６年度

H25
実績

H29
目標

130,785

124,483

131,214

119,711

単位

％
92.7%

千円

千円

千円

千円

170,344

162,115

H26
実績

指　標　名

過去1年間に公民館を使用した市民の割合
（市民意識調査）

平成２３年度

4

直接

事業費 131,656

116,585

H22
実績

H23
実績

H24
実績

千円 千円

うち

一般財源

冊

達成率

37.1 ― 36.9
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＜6.平成26年度の振返り＞(担当部署自己評価)

＜7.施策の課題と改善案＞

＜8.委員による評価結果＞

B昨年度の評価結果
（前期４年間の総合評価）

（参考）

B

Ａ：計画どおり進行している。

B：おおむね計画どおり進行している。

C：計画より一部遅れている。

D：計画より遅れている。

課題と
改善案

施策の
進捗度

Ａ：施策を構成する事業が順調に進行している。

B：施策を構成する事業がおおむね順調に進行している。

C：施策を構成する事業が一部遅れている。

D：施策を構成する事業がほとんど遅れている。

B

・ICTを活用した家庭での電子書籍の閲覧が可能になれば、各年代での学習が進むと考えられます。

総合
評価

コメント

　各個人の学習に取り組む目的や意識が多様化している中で，どのような学習をどのように行うかは個々の学習者の自発的な意思に
委ねられています。行政として生涯学習の施策を推進するに当たっては，いつでも，どこでも，学びたいときに学ぶことができるように個
人の学習を支援することに加え，今後は，各個人が学習したことにより得られるさまざまな経験や知識等の「知」が，地域社会の中で
「循環」し，それがさらなる「創造」を生み出すことにより，地域の教育力が発展していく持続可能なシステムを地域社会の中に構築され
るように取り組みます。


